
旅には好奇心と
“　　　　　  ”を

たびレジ　　　の　　　　

旅名人の　　　　　　　　　　　　体験談

旅を楽しむための基本は、現地の状況をきちんと把握すること。

不要なトラブルを避けるため、外務省の「たびレジ」を旅のお供に。

「たびレジ」に登録すると、旅先の安全に関する基本データ、かかりやすい病気や怪我、
危険情報、治安情報等や現地の日本国大使館等の連絡先・ホームページ情報が送
られてくる。外務省からの信頼性の高い情報を事前に知ることができるので、出発
前に観光の計画をたてる際にも活用出来る。知ることが最大の防御だ。

旅に出る本人以外のメールアドレスも「たびレジ」に登録でき、本人が海外で受け取
る情報と同じものが登録した人全員に配信される。テレビやネットで国外の細かい
情報を簡単に得ることは難しいから、待っているほうは帰国の連絡を受けるまで心
配が絶えないもの。日本にいても逐一正しい状況を把握できる環境がベスト。

現地では、常に最新情報を確認しながら安全に行動を。盗難やスリ、ひったくりの
被害事例から、感染症の発生や突然のデモの予告、交通機関のストライキ情報など、
さまざまな旅先の情報を現地の大使館などが自動で届けてくれる。日本語でメール
が届くので、今どこで何が起こっているのかしっかり把握できる。

「たびレジ」
って？

海外旅行者・出張者に向けた外務省の無料メール配信サービス。
旅行日程・滞在先・連絡先などを登録すると、現地の最新安全情報
や緊急速報についての日本語メールが送られてくる。渡航予定が
なくても「簡易登録」で情報収集できる。

例）2016年12月28日、
ペルー領事館が実際に

配信したメール。

外 務 省

登録は
カンタン！
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メールアドレスを入力
日程＆滞在国＆旅行者情報を入力
「登録完了のお知らせ」のメールが届いたら終了

問合せ：外務省領事局政策課
TEL：03-5501-8000（内線5370）
URL : www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/

親切なタクシー運転手が豹変
case: 

私 自身、本当は出不精なんですけど、19歳のとき元CAの
母に「若いうちにいろんな世界を見るべきだ」とイタリ

ア旅行へ連れ出されたのがきっかけで、仕事でもプライベート
でも積極的に海外に出かけるようになりました。でも意外とト
ラブルに遭ったことはないんです。根が真面目なので危ないこ
とはしないし、ガイドさんやスタッフさんの忠告は素直に聞くので。
特に身近な人の体験談を聞くと身が引き締まります。
　印象的だったのがテレビの撮影で出かけたトルコ。タイトな
スケジュールのなか、助監督さんがタクシーで移動していたん

日本や韓国等のアジアで活
躍する女優。映画『デスノー
トLight up the NEW world』
『シャボン玉』などに出演。

藤井美菜さん

出発前に、旅先についてのさまざまな安全情報が入手でき
る外務省の海外安全ホームページのURLが得られます。旅
の前には、基本的な安全対策を身に着けておきましょう。

たびレジが
あれば……

ですが、その運転手さんがとても親切な方で、あれこれ裏道を
駆使して無事に目的地に間に合わせてくれたんです。そこまで
はよかったんですが、助監督さんが料金を支払おうとしたとき、
撮影経費でパンパンに膨れた財布を見て、運転手さんがひょい
っと取り上げてしまったんですよ。
　まだ撮影は序盤だったし、このまま盗られたら番組が中止に
なってしまうところでした。結局財布は戻ってきたんですが、そ
の話を聞いてスタッフ一同「大金を無防備に持ち歩くのは危険
だね」と身を引き締めました。

トルコ
country: 

思いがけない内紛・暴動に遭遇
case: 

海 外取材にはしょっちゅう出かけていますが、不案内な土地ではガイドを雇いますし、渡航前には必ず外務省の海
外安全ホームページをチェックしています。例えば昔イエメン
に行こうと思ったとき、直前に大規模な自爆テロが起きて、外務
省のホームページで見られる危険度マップが赤（退避勧告）に
なったのでやめたことがあります。
　ただ、どんなに事前に調べても、渡航中に思いがけないトラブ
ルに直面することがあります。アフリカ某国のとある村に行っ
たときには、集落を抜ける路上で突然政府に対する暴動が起き

写真家。代表作は世界の珍
奇な建築物や場所を撮影し
た写真集『奇界遺産』シリー
ズ。テレビやラジオでも活躍。

佐藤健寿さん

旅先で暴動やテロ、自然災害等の緊急事態が起きた場合に
も、日本語で迅速に情報が得られます。デモの情報は事前
に届くので、渡航先で計画をつくる材料にもなります。

たびレジが
あれば……

ました。「これは引き返すしかないな」と戻ったら、反対側でも
暴動が始まって、村に足止めを食らってしまった。取材だった
ので撮影したいところだったのですが、危ないからとガイドに
強く止められて適いませんでした。別の国に行ったときにも首
都で大規模な反政府デモが起こりましたね。市内の中心部が通
れなくなり、撮影が難航した記憶があります。
　日本ではなかなか報道されない海外の小さな事件や、現地に
行ってしまってから危険情報を得るには、いったい何を見れば
いいんでしょうね。何か方法があればよいのですが……。

アフリカ某国
country: 

旅の前にアクセス！

たびレジ

旅は情報が命
case: 

F AXもない時代からミステリーハンターをやっていますが、
危ない目に遭ったことは一度もありません。それもこれも

スタッフの綿密な事前リサーチのおかげ。現地でもコーディネ
ーターの注意をよく聞きます。旅は元気に帰ってナンボですもん。
　最近は途上国でも一人旅するたくましい女性が増えています
が、知っておいてほしいのは、例えばインドだと生足、イスラム圏
だと首筋と、国によって色気を感じるツボが違うってこと。それに、
気に入った女性には情熱的にアプローチする人が日本より多い。
でも優しくされるからといって、浮かれてあまり心を許しすぎるの

『世界ふしぎ発見！』（TBS
系）のメインレポーターとし
て30年以上活躍。これまで
に訪れた国は100を超える。

竹内海南江さん

旅を楽しむために現地の安全情報は必須。事件、災害、ス
トライキ、女性を狙った犯罪の情報も随時届きます。家族
等の連絡先を登録すれば同じ情報が届くので、安心材料にも。

たびレジが
あれば……

は要注意です！そういう手口の犯罪も実際にありますからね。そ
うそう、エジプト取材に行った時は、番組ADの女性が現地男性
の好みにドンピシャで、もう行く先々で口説かれていたわね。え、私？
すすんで彼女のボディーガードに徹しましたよ。演者なのに（笑）！
　今は世界中の事情がネットでわかる世の中になりました。便
利になったものです。でもいろいろな情報が錯綜しているので、
外務省が各地の最新情報をリアルタイムで発信してくれるのは
安心ですね。もちろん、私のチームのスタッフ全員に「たびレジ」
に登録してもらいます。

エジプト
country: 

出発前から旅先の状況を予習！

家族にも現地の情報をシェア！旅中も最新情報を随時受信！
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